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ニタリング指標 ·············································································· ７-８ 

（２） 方針 2：誰もが安心して自分らしく暮らし続けられる住環境の形成に関する計画目標値

及びモニタリング指標 ······································································· ７-９ 

（３） 方針３：すべての人が便利で快適に移動でき、歩きたくなる環境の形成に関する計画目

標値及びモニタリング指標 ································································· ７-１０ 

（４） 方針４：災害に強く、安心して暮らせる都市づくりに関する計画目標値及びモニタリング

指標 ························································································· ７-１１ 

（５） 財政に関する計画目標値及びモニタリング指標 ····································· ７-１３ 

４． 進行管理及び見直し ------------------------------------------------------- ７-１４ 

（１） 進行管理による実効性の高い都市づくり ············································ ７-１４ 

（２） 都市マスタープランの見直し ························································· ７-１４ 
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第１章 計画の基本的な考え方 

１．計画の目的と位置づけ 

（１） 都市マスタープランの目的と位置づけ 

都市マスタープランは、都市計画法第 18 条の２（p.1-3）において「市町村の都市計画に関す

る基本的な方針」として位置づけられており、戸田市第５次総合振興計画における基本構想や埼

玉県が策定する都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即して、本市が定める長期的・体

系的な都市計画の指針となるものであり、戸田市の都市計画に関する最上位の計画として、都

市の将来像や都市づくりの方向性を示すものです。 

第３次戸田市都市マスタープランでは、近年、人口減少・高齢化、自然災害の激甚化などの都

市を取り巻く課題が複雑化することを受け、戸田市立地適正化計画（防災指針を含む）を一体

的に組み込むことで、人口動態や災害リスクなど多様な課題に総合的に対応し、誰もが安心し

て暮らせる持続可能な都市づくりの実現を目指します。また、各種関連計画と整合をとりつつ、

相互に連携しながら、都市整備の個別計画や地域の都市づくりと一体となって、実効性のある

都市計画の推進を図ります。 

 

（２） 立地適正化計画の目的と位置づけ 

立地適正化計画及び防災指針は、都市マスタープランの一部として、人口減少・少子高齢化、

自然災害への対応など、現代の都市が直面する課題に対応するための計画です。 

平成26年（2014年）の都市再生特別措置法改正により制度化された「立地適正化計画」は、

居住機能や都市機能を適切に維持・誘導し、公共交通の充実などを図ることで、効率的で持続

可能な都市づくりを目指すものです。また令和２年（2020年）の同法改正により、防災指針が

計画の中に位置付けられ、災害に強い都市構造の構築が重視されるようになりました。 

本市では、戸田市立地適正化計画及び防災指針において、少子高齢化・人口減少が進む中で、

住環境や生活利便性の維持向上、防災機能の確保・向上を図り、持続可能な都市づくりを推進

しています。今後も都市機能の集約や公共交通ネットワークの強化、防災・減災対策などを一体

的に進めていきます。 
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図１-1 戸田市都市マスタープランと関連計画との関係 

 

 

  

戸田市第５次総合振興計画 
・埼玉県５か年計画 

・まちづくり埼玉プラン 

・戸田都市計画  

都市計画区域の整備、開発 

及び保全の方針 

埼玉県が策定する計画 戸田市が策定する計画 

第３次 

戸田市都市マスタープラン 

（戸田市立地適正化計画 

を含む） 

[各種関連計画] 

・緑の基本計画 

・地域防災計画 

・環境基本計画 

・公共施設等総合

管理計画 等 

[土地利用規制] 

・地域地区 

（用途地域、 

高度地区等） 

・地区計画等 

[都市施設] 

・道路 

・公園、緑地 

・河川 

・下水道 等  

[市街地整備] 

・土地区画 

整理事業 等 

[その他] 

・防災 

・公共交通 

・環境 

・景観 

・防犯 等 
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都市計画法第18条の２ 

（市町村の都市計画に関する基本的な方針） 

第十八条の二 市町村は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想並

びに都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即し、当該市町村の都市計画に関する基本

的な方針（以下この条において「基本方針」という。）を定めるものとする。 

２ 市町村は、基本方針を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意見を

反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 

３ 市町村は、基本方針を定めたときは、遅滞なく、これを公表するとともに、都道府県知事

に通知しなければならない。 

４ 市町村が定める都市計画は、基本方針に即したものでなければならない。 

都市再生特別措置法第81条（抜粋） 

（立地適正化計画） 

第八十一条 市町村は、単独で又は共同して、都市計画法第四条第二項に規定する都市計画区

域内の区域について、都市再生基本方針に基づき、住宅及び都市機能増進施設（医療施設、

福祉施設、商業施設その他の都市の居住者の共同の福祉又は利便のため必要な施設であって、

都市機能の増進に著しく寄与するものをいう。以下同じ。）の立地の適正化を図るための計

画（以下「立地適正化計画」という。）を作成することができる。 

２ 立地適正化計画には、その区域を記載するほか、おおむね次に掲げる事項を記載するもの

とする。 

一 住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化に関する基本的な方針 

（中略） 

五 居住誘導区域にあっては住宅の、都市機能誘導区域にあっては誘導施設の立地及び立地

の誘導を図るための都市の防災に関する機能の確保に関する指針（以下この条において「防

災指針」という。）に関する事項 

六 第二号若しくは第三号の施策、第四号の事業等又は防災指針に基づく取組の推進に関連

して必要な事項 

都市再生特別措置法第82条 

（都市計画法の特例） 

第八十二条 前条第二項第一号に掲げる事項が記載された立地適正化計画が同条第二十三項

（同条第二十四項において準用する場合を含む。）の規定により公表されたときは、当該事

項は、都市計画法第十八条の二第一項の規定により定められた市町村の都市計画に関する基

本的な方針の一部とみなす。 
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（３） 都市マスタープランの役割 

都市マスタープランの役割は、次の５点があげられます。 

○本市全体及び地域の都市づくりの目標を示します。 

○都市づくりのための総合的な整備方針を示します。 

○本市決定の都市計画の基本的な方向を示し、県決定の都市計画の原案の根拠とします。 

○都市づくりに関する施策（条例や要綱に基づく都市づくり）の活用の根拠とします。 

○都市づくりへの住民参加を促します。 

 

（４） 立地適正化計画の役割 

立地適正化計画の役割は、都市マスタープランを受け、より具体的かつ実践的に「住環境及

び生活利便性の維持向上による持続可能な都市づくり」を推進するための方針を定めること

にあります。 

○人口減少・高齢化に対応し、都市機能や居住機能を適切な区域に誘導・集積することで、

利便性の高い生活環境の維持・向上を図ります。 

○公共交通の基幹軸を活かし、居住や都市機能の集積を促進することで、移動の利便性や

公共交通の利用促進につなげます。 

○居住誘導区域・都市機能誘導区域・誘導施設を設定し、多様な生活利便サービスの安定的

な提供とコミュニティの維持を目指します。 

○防災指針の策定を通じて、災害リスクを十分に考慮した安全・安心な区域設定や誘導方針

を示し、災害に強い都市構造の形成に寄与します。 

○計画の評価方法を定め、持続可能な都市づくりの実現に向けて取組の進捗を図ります。 
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２．上位計画の整理 

■上位計画 

・戸田市第５次総合振興計画（令和 5 年（2023 年）３月） 

目標年次 前期：令和７年度（2025年度） 

後期：令和１２年度（2030年度） 

将来都市像 『このまちで良かった』 みんな輝く 

未来共創のまち とだ 

 

基本目標Ⅰ．こどもが健やかに育ち、いきいきと輝けるまち 

施策体系 

子育て支援の充実、乳幼児期の保育・教育の充実、児童・青少年の育成環境の充実、 

世界で活躍できる人間の育成 

基本目標Ⅱ．創造性や豊かな心を育むまち 

施策体系 

生涯学習活動の推進、芸術文化活動の推進、 

スポーツ・レクリエーション活動の推進・充実 

基本目標Ⅲ．共に生き、支え合い、安心して暮らせるまち 

施策体系 

地域医療体制の強化、健康づくり支援の充実、地域福祉の推進、 

高齢者福祉環境の整備・充実、国民健康保険・後期高齢者医療・国民年金の円滑な運営、 

生活困窮者支援の充実、障がい福祉環境の整備・充実 

基本目標Ⅳ．安全な暮らしを守るまち 

施策体系 

消防・救急体制の強化、地域防災力・危機管理体制の充実・強化、防犯体制の強化、 

市民相談機能と消費生活の充実、浸水対策の推進、安全な道路環境の整備・推進 

基本目標Ⅴ．快適に過ごせる生活基盤が整備されたまち 

施策体系 

快適で秩序ある美しい市街地の形成、安心して生活できる住環境の充実、 

上下水道事業の効率的な運営・施設の充実、公共交通が利用しやすい環境の整備・推進 

基本目標Ⅵ．都市環境と自然環境が調和したまち 

施策体系 

自然に親しむ空間の整備・推進、魅力ある公園づくり、生活環境の保全、環境衛生の充実 

基本目標Ⅶ．活力にあふれ人が集い心ふれあうまち 

施策体系 

多様な働き方への支援・充実、産業振興の推進、地域資源を活用した観光振興の推進、 

市民活動の活性化と地域交流の促進 
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・都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和５年（2023 年）10 月） 

目標年次 令和25年（2043年） 

基本理念 コンパクトなまちの実現 

地域の個性ある発展 

都市と自然との共生 

地域毎の市街地像 

１．拠点周辺の市街地 

中心拠点、生活拠点及び産業拠点を位置づけ、拠点間を効率的かつ効果的に結ぶ都市

交通環境の充実を図る。 

２．その他の市街地 

拠点周辺への都市機能や居住の集積等により、相対的に人口密度が低下する地域につ

いては、緑地（農地を含む）を生かしたゆとりある住環境を保全・創出するなど、各地域の

特性に応じた多様な市街地の形成を図る。 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針図 
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